
6
月
の
管
理

ミ
カ
ン
は
、
生
理
落
果
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
に
病
害

虫
の
被
害
を
受
け
る
と
、
果
実
が
肥
大
し
た
と
き
に
大
き
な
被

害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
着
果
量
に
応
じ
た
適
切
な
栽
培
管

理
と
病
害
虫
防
除
が
重
要
で
す
。

生
理
落
果

　
生
理
落
果
は
、
幼
果
と
新
梢
の
栄
養
分
の
奪
い
合
い
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
早
く
新
梢
を
緑
化
さ
せ
る
こ
と
が
、

生
理
落
果
の
抑
制
に
繋
が
り
ま
す
。

着
果
管
理

着
果
の
多
い
樹

　
樹
勢
の
維
持
や
連
年
結
実
を
目
的
に
、
生
理
落
果
終
期
よ
り

早
期
摘
果
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
大
玉
に
な
り
や
す
い
品
種

は
、
樹
冠
上
部
摘
果
や
枝
別
全
摘
果
と
い
っ
た
部
分
的
な
摘
果

を
行
い
、
果
実
の
肥
大
を
抑
え
な
が
ら
来
年
の
結
果
母
枝
を
確

保
し
ま
す
。

着
果
の
少
な
い
樹

　
生
理
落
果
を
軽
減
す
る
た
め
に
新
梢
の
芽
か
き
や
摘
芯
、
発

育
枝
、
被
さ
り
枝
の
剪
除
を
行
い
、
着
果
数
の
確
保
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

葉
面
散
布

　
着
果
の
多
い
樹
は
樹
勢
維
持
や
回
復
に
、
着
果
の
少
な
い
樹

は
早
期
緑
化
に
よ
る
生
理
落
果
軽
減
を
目
的
に
、
尿
素
５
０
０

倍
を
５
～
７
日
置
き
に
3
回
程
度
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

夏
肥

　
新
葉
が
緑
化
す
る
に
つ
れ
て
根
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
地

温
も
上
が
る
こ
と
で
、
吸
収
効
率
が
良
く
な
り
ま
す
。
今
後
、

品
質
向
上
に
向
け
て
、樹
に
ス
ト
レ
ス
を
か
け
る
の
で
、樹
勢
維

持
や
糖
酸
の
蓄
積
を
図
る
た
め
の
施
肥
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

・
青
島
温
州　
６
月
上
旬　
み
か
ん
化
成
１
号　
60
㎏
／
10
ａ

・
早
生
温
州　
５
月
下
旬

ダ
ブ
ル
ク
イ
ッ
ク
６
６
８　
40
㎏
／
10
ａ

病
害
虫
防
除

　
黒
点
病
は
、
防
除
後
30
日
を
経
過
す
る
か
累
積
降
雨
量
が
２

５
０
㎜
に
な
っ
た
時
点
で
、
再
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。
害
虫
の
発

生
が
見
ら
れ
た
ら
、
殺
虫
剤
も
混
用
し
ま
し
ょ
う
。
管
内
の
降

雨
量
は
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、伝
染
源
の
枯
れ
枝
の
除
去
も
行
い
ま
し
ょ
う
。
近
年
、

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
に
よ
る
樹
勢
の
低
下
や
枯
死
が
増

え
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
６
月
中
旬
～
７
月
中
旬
が
成
虫
発
生

の
ピ
ー
ク
に
な
る
の
で
、
６
月
上
旬
に
モ
ス
ピ
ラ
ン
Ｓ
Ｌ
液
剤

な
ど
の
殺
虫
剤
を
株
元
に
散
布
し
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

6
月
上
旬

・
黒
点
病エム

ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤　
６
０
０
倍
（
60
日

－

2
回
）

・
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

ア
ク
タ
ラ
顆
粒
水
溶
剤
２
０
０
０
倍
（
14
日

－

３
回
）

病
害
虫
防
除

5

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁
博
明
博
明
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